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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,7118 3,7136 0,05% -4,79% 3,6750 3,8991

対円 JPY 29,21 29,23 0,07% 0,55% 29,53 27,71

対ユーロ BRL 4,2677 4,2572 -0,25% -3,62% 4,2207 4,4568

対ドル JPY 108,43 108,48 0,05% -4,32% 104,87 109,82

対ユーロ JPY 124,71 124,44 -0,22% -3,02% 118,71 126,14

Index 93.806 93.658 -0,16% 8,38% 93.987 87.536

bps 183,20 184,42 0,67% -11,29% 209,52 180,02

% 9,24 9,19 -0,54% -9,33% 9,24 9,11

% 6,65 6,63 -0,30% 3,53% 6,69 6,45

% 2,7989 2,7969 -0,07% 0,65% 2,8039 2,7825

Index 178,60 178,08 -0,29% -2,05% 179,38 168,26

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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先週末のドルレアルスポット相場は、テクニカル面でのサポート水準として意識されている２００日移動平均線
前後で推移しながらも、新政権に対する期待感を背景としたレアル買いも２月の議会開始前では一服感が
出ており、３．７３台まで反落。アジア時間に公表された中国の１２月貿易統計が下振れたことで（輸出：前年比
４．４％減、輸入：前年比７．６％減。いずれも２０１６年以来最大の落ち込み幅を記録している）、本日のレアル
相場もレアル売り優勢で展開されると予想される（商品相場も軟調に推移）。最新の年金改革法案は、来週
ダボスで開催される世界経済フォーラム前にＢｏｌｓｏｎａｒｏ大統領に提示される見通しであり、複数の地元紙に
よると、１０年間での歳出抑制見込み額は当初予想されていた８０２０億レアルを上回る１兆レアルに達する
見通し。ボベスパ指数は引き続き高値圏で推移しているものの、ブラジルマーケットへの本格的な資金流入は
年金改革法案の具体像と議会開始後の進展状況に依存する。今年の経済見通しについては、楽観的な見方
が依然として支配的である。退任が決まっているＧｏｌｄｆａｊｎ中銀総裁は週末、スイス紙のインタビューに応じ、
ポピュリズムに傾倒しつつある政治状況に警鐘を鳴らしながらも、「経済を力強く成長させる環境に変化はな
い」と発言。「ブラジル国内での期待感は非常に強まっている」との見方を示した他、①改革を継続することと、
経済の柔軟性を高めることが重要である、②新政権が正しい順序で政策を推進すれば、生産性を高めること
はできる、③インフレ率は当面抑制的な水準で維持する見通し、と語っている。


